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－51－   
外という特殊な歴史的・文化的空間が物語の構造的前提としてどのようにテクスト  
空間に親み込まれているのかを分析し、『ジオラマ』というテクストの特質を考究す  
るものである。   































としたステレオタイプな家族イメージを忠実になぞらえるものとなっている。   
また、そのリビングを彩るのは、「TVの上のコケシとか フリルのついたでんわ  











いくときもってきなさい」（11）とポッ  図2『ジオラマ』（6）  
トを取り替えることを許さず、物置の  
なかにその新しいポットを封印する。春子はしぶしぶそれを承諾し、夕食の際に花  






















という彼女の言葉は、平凡な彼女  図3『ジオラマ』（9）  
の家庭が郊外／集合住宅という空  
























誌、広告を通して盛んに喧伝されていった時代でもある。   
社会学者の三浦展は、こうして高度成長期に大きな伸張を見せた郊外と、それと  
歩調を合わせるように増加した新たな家族（イメージ）が、まさしく高度経済成長  

























た秩序空間として提示されているのである。   





－55－   
のではない。この言葉は、それ以上に見知らぬ少年と少女が出会い、様々な出来事  
を通じて互いを意識し、ついには交際が始まるという、恋愛の発端から成就までを  
















ヽ●●■ らとある級友が、「完全にボーイ・ミーγ・ザ・ガールの世界だぜ」（43）とつぶや  
ワァー1ト・コ′タクト  
き、この言葉を知らない友人に「つまり“出 会 い”よ 男のコと女のコの し  









二人の恋愛の成就というフィナーレへと順当に落ち着いてしまうのである。   
『ジオラマ』においても、ボーイとガールのわざとらしくも「運命」的な出会い  
は、r山田くんと佐藤くん」同様演出されている。二人の出会いは、「BOY MEETS  
GIRL“INSHU－GO－JU－TAKU”」という言葉が示すとおり、春子の住む集合住宅の中庭  
において起こる。父親のタバコを買いに出かけた春子は、彼女の住む集合住宅の中  


























にみることができるように、「んでふたりは 恋  
に おち～の」と、二度日の出会いで恋が芽生  
えることをまるであらかじめ定められているか  






































ぞらえ、それを演じる／させられることを余儀なくされているのである。   
創作技伍という観点から考えるならば、こうした『ジオラマ』の特質は、このテ  








































今やわたくし達のったない青春はすっかりTVのブラウン管や雑誌のグラビア   
に吸収され、つまらない再放送をくりかえしています。そしてわたくし達の出   









のであろうか。   



























アは連動しつつ、人々の欲望を消費社会のスペクタクルのなかへと整流していった。   





























く指摘し、郊外の住居を「演技するハコ」（194）と評している。   
多様な記号の引用と、演技・再演への欲望、このテーマパーク的郊外を特徴付け  
るふたっの性質は、『ジオラマ』の物語構造や人物造形とまさしく軌を一にするもの  




















1′リラマについては伊藤俊治『ジオラマ論』と吉見俊哉「シミュラークルの楽園」を参照した。ちなみ   
に、『ジオラマボーイ・パノラマガール』の「ジオラマ」という言葉はこの伊藤の著作からの「引用」  
である。  
2 隕斜こおけるパルコの空間・広告戦略については、とりわけ北田暁広『広告都市・東京』、若林幹夫『郊  
－62－   
外の社会学』を参照した。  
3 80年代の部屋づくりをめぐるメディア言説については、片木鴬「個室のユートピア」を参照。  
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